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本研究会会員の朴教授が、この3月で定年退官されました。本号では、これを記念して特集が組ま
れました。朴教授による巻頭論文は、本紀要第20号の特集「学校経営における自己組織性の探究J
の継続ですが、同教授には退官の時期に合わせてご寄稿願ったものです。
ところで、私たちが朴教授(実は普段、国塊世代の者は朴さんとおi呼びしているのですが)にお
自に掛かつてから、もう 4半世紀の時が流れます。この問、学校経営研究におけるシステムズ・アプ
口ーチはもとより、学校教育への現象的・実践的アプローチのユニークさに、そして何より軽妙酒
脱な社会批評や人物評に大いに刺激を受けてきました。キト教授との多様な関わり方は、特集に寄稿
された天笠会員、浜田会員、村田会員の諸論稿とその行聞から読み取れましょう。朴教授には、 v
れまで同様、ユーモアと辛口批評を交えたご指導をお顧L、したいところです。
自由研究には、 3名の研究成果が収録されました。歴史的アプローチによる平井会員、マーケテイ
ング論による学校経営分析を進める佐野会員、そして調査研究をベースとする山崎会員、いずれも
近年継続的に本研究会や関係学会で発表されて、その成果を問うて来ているところです。
青木会員からは、学校現場の問題について論稿が寄せられました。教師の多忙感・疲労感という
現代的課題をどのように解決していけうるのか、大変難しい問題ですが、学校現場への鋭い感覚と
温かい眼差しによる貴重な提言をいただきました。
最後になりましたが、これまで同様、会員内外の読者のみなさまから、率蓋なご批判、ご叱正を
いただければ幸いです。
(大西)
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